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「外国人介護人材受入プラットフォーム」イベント

社会福祉法人 今山会 朝野愛子

With コロナ時代の外国人受入れについて

～受入れ施設の立場から～



法人の概要と外国人受け入れ状況



EPA 福祉学校
卒業生

留学生 技能実習生

寿生苑 3名
（１名介護福祉士）

4名 1名 3名
（＋3名待機中）

美の里 0名 2名 0名 1名
（＋2名待機中）

みなかぜ 0名 1名 1名 4名
（＋2名待機中）

<外国人在籍状況>

2021年11月1日現在



ミャンマー フィリピン ネパール スリランカ ベトナム

リーダー 1 1 1 １

介護福祉士 ３ １

EPA候補生 2

特定技能

技能実習生 8（＋3） （＋４）

留学生 １ １

合計 8（＋3） ３ ５（＋４） ３ 1

<外国人の就労状況>



<コロナ等の影響>

 技能実習生が入国できない

→ ミャンマー技能実習生 3名

ネパール技能実習生 4名

 外国人が出国できない

→ 一時帰国ができないため、不安やストレスがある

今後の人生設計の変化等（ミャンマーの方）

 介護の特定技能になる国内在住外国人の増加



強み 弱み

EPA ・基礎学力（看護・介護）を学んでいる
・介護に従事することを目的に来日する
（介護福祉士の資格をとることが目標）

・マッチングしにくい
・介護福祉士受験対策が必要
・介護福祉士取得後は移動が可能
（資格取得後の定着率にバラつきがある）

留学生 ・介護を専門的に学んでいる
・日本語、介護用語の習得ができている
・介護専門学校との連携ができる

・介護に従事することを目的に来日している人が比
較的少ないため、社会情勢によっては留学生が減
少、あるいは他の仕事に転職する可能性がある
・奨学金制度を利用している人が殆どだが、卒業後
の縛りができない（ミスマッチになり問題が起こる
こともある）

技能実習 ・介護に従事することを目的に来日する
・面接候補者が比較的多い
・期間中は転属できないため、安定した雇用が
できる。

・6か月は人員配置基準に加えることができない
・受入れに制限がある
（新設3年未満の事業所×、常勤の数で制限）
・受け入れ後の制約が厳しい
（実習記録監査、巡回、ヒヤリング等、組合との連携）

特定技能 ・人員配置基準にすぐ加えられる
・受入れ人数制限枠が大きい
・受け入れ後の制約が少ない

・原則、転職可能であるため定着には不安
・試験に合格しなければならないため狭き門
・介護に従事したい人ばかりではない

<特徴>



日本は（福岡は）外国人就労者にとって魅力的なのか…

・日本語習得の壁

・賃金？？？

・就労者のフォロー

・職場環境（ハード・ソフト）や受入れ体制

すでに魅力的な国ではない、なくなるかも…福岡はもっと…



<選ばれる国・施設になるには…>

・双方にとって Win Win

⇒ スタッフと施設にとって（日本人も一緒）

日本と海外の国にとって



海外人財委員会

へいせい今山会・責任者新希望

方針決定
・情報収集 ・課題分析
・受入れ、フォローアップ計画

就労支援 学習支援 生活支援

<海外人財受入れの仕組み>



<新たな取組み>

 ドンア大学看護学科（ベトナム）の4年生のインターシップ受入れ

⇒2022年3月入国予定

1年間インターシップ実習を実施し、一時帰国後、特定技能として

入国する。

特定技能で入国し、後は介護福祉士を取得することが目標

（法人内やベトナム、その他地域で活躍できる人財の育成）

 メリット

看護大学で専門的に学んでいる事（基礎学習ができており優秀）

ベトナムでN3レベルの日本語教育実施予定（約1年かけて教育）

横浜市やその他の法人で実績あり

ミスマッチが少なくなる



<まとめ>

・ 働いている人にとっての将来のビジョン、夢は何なのか…

できれば働き続けていただきたいが、活躍する場所は

自施設のみではないことを理解し、1人1人を支援すること

・ 外国人にとっても日本人にとっても働きやすい職場づくり



<最後に>

アジア諸国も高齢化社会になる未来に向けて、「介護」を

通じて社会貢献できる、あるいは、自分の人生が豊かに

なる人生を送って頂きたい。

縁あって一緒に働く人が、日本の高齢化社会を支えてくれる

人が幸せでありますように。


